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文書番号 経題 日付 西暦 用紙 写経者/使 総字数
1 S.4353 法華一 上元 3．11．23 676 18 弘文館楷書 王智苑/閻玄道 8，180
2 S.3361 法華一 上元 3．7．28 676 18 門下省書手 袁元慈/閻玄道 8，572
3 P.4556 法華二 咸亨 3．2．25 672 20 経生 王思謙/虞昶 114
4 S.2573 法華二 咸亨 4．9．17 673 20 門下省群書手 封安昌/虞昶 7，960
5 S.2181 法華二 上元 3．4．15 676 20 群書手 楊文泰/閻玄道 6，008
6 S.3094 法華二 儀鳳 2．5．21 677 21 書手 劉意師/閻玄道 4，453
7 S.5319 法華三 咸亨 2．5．22 671 麻 19 書手 程君度/虞昶 8，909
8 S.4209 法華三 咸亨 3．4．15 672 小麻 19 門下省群書手 趙文審/虞昶 8，686
9 S.0456 法華三 咸亨 5．8．2 674 19 左春坊楷書 蕭敬/虞昶 5，676
10 S.2637 法華三 上元 3．8．1 676 19 弘文館楷書 任道/閻玄道 3，005
11 S.4168 法華三 上元 3．9．8 676 19 群書手 禹元禮/閻玄道 8，423
12 S.3079 法華四 咸亨 2．10．12 671 22 経生 郭徳/虞昶 9，644
13 S.4551 法華四 咸亨 3．8．29 672 22 門下省群書手 劉大慈/虞昶 9，014
14 S.0312 法華四 咸亨 4．9．21 673 22 門下省群書手 封安昌/虞昶 3，556
15 S.0084 法華五 咸亨 2．10．10 671 21 経生 郭徳/虞昶 6，176
16 S.1456 法華五 上元 3．5．13 676 21 秘書省楷書 孫玄爽/閻玄道 10，399
17 S.1048 法華五 上元 3．11．5 676 小麻 21 弘文館楷書 成公道/閻玄道 10，066
18 P.2195 法華六 上元 2．10．15 675 10 門下省書手 袁元悊/閻玄道 4，381
19 S.3348 法華六 上元 3．9．25 676 20 左春坊楷書 蕭敬 4，193





















字体注は計 34 例ある。例えば、1 番目の項目を一覧で示すと、次の通り
4 李乃琦（2019）「正倉院本『一切経音義』について」『東京大学日本語学論集』





古写本 高麗本 七寺本 金剛寺本 西方寺本 京都大学本 正倉院本










敦煌文献：S. 3361 (676 年）：欄楯









番号 1 2 3 4 5 6
玄応（掲出語) 欄楯 柔耎 肴膳 露幔 無礙 犛牛 注




大正蔵用字 欄楯 柔軟 餚饍 露幔 無礙 犛牛
S.3361（676 年) 欄楯 柔軟 餚饍 露㡢 无閡 阿牛
S.4353（676 年) 欄楯 柔軟 餚饍 露㡢 无礙 阿牛
妙法蓮華経巻第二（1)
番号 7 8 9 10 11 12 13
玄応（掲出語) 珍玩 綩綖 褫落 蚖蛇 咀嚼 摣掣 蓬勃
玄応（字体注) 翫 蜿蠕 阤 虺 齚 䶥 熢㶿
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大正蔵用字 珍玩 綩綖 褫落 蚖蛇 咀嚼 愛掣 熢㶿
S.2573（673 年) 珎玩 綩綖 ⿰豸⿸⺁鯵落 蚖虵 咀嚼 䶥掣 熢㶿
S.2181（676 年) 珎玩 綩筵 ⿰豸⿸⺁鯵落 蚖虵 咀嚼 䶥掣 熢㶿
S.3094（677 年) 珎玩 綩綖 ⿰豸⿸⺁鯵落 蚖虵 咀嚼 䶥掣 熢㶿
妙法蓮華経巻第二（2)
番号 14 15 16 17 18 19 20
玄応（掲出語) 梨黮 馲駝 矬陋 背傴 瘖瘂 伶俜 草庵 注




大正蔵用字 黧黮 馲駝 矬陋 背傴 瘖瘂 伶俜 草庵
S.2573（673 年) 黧黮 駱駞 痤陋 背傴 瘖瘂 跉跰 草菴
S.2181（676 年) 黧黮 駱駞 痤陋 背傴 瘖瘂 跉跰 草菴






S.4209（672 年) 惔怕 城郭
S.5319（671 年) 惔怕 城郭
S.0456（674 年) 惔怕 城郭
妙法蓮華経巻第四
番号 23 24 25 26 27
玄応（掲出語) 句豆 關握 無央 所往 椎鍾 注




大正蔵用字 句逗 關鑰 無央 所往 搥鍾
S.3079（671 年) 句逗 閞鑰 无央 所往 搥鍾
















番号 28 29 30 31 32
玄応（掲出語) 魁膾 新染 討伐 被精 憒渥
玄応（字体注) 儈 新淨 罸 披 閙
大正蔵用字 魁膾 新淨 討罸 被精 憒閙
S.0084（671 年) 披精 憒閙
S.1456（676 年) 魁儈 新染 討伐 披精 憒閙













































































『説苑』（［西漢］公元前 206 年～9 年）劉向著『脩文』では「天子束帛五匹、
玄三纁二、各五十尺、諸侯玄三纁二、各三十尺、大夫玄一纁二、各三十尺、
元士玄一纁一、各二丈、下士綵縵各一匹、庶人布帛各一匹」とあり、『春





『墨子・巻五・非攻下』（［春秋戰國］公元前 490 年～公元前 221 年）では
「然而又與其車馬之罷弊也、幔幕帷蓋、三軍之用、甲兵之備」とあり、『後



































































































































































































































































































































































































































10 『精選版 日本国語大辞典』小学館（2005 年）参照。



















































































































































玄応掲出語 玄応字体注 宮廷写経 正誤
1 欄 A B A 〇
2 耎 A B C 〇
3 肴膳 A B B 〇
4 幔 A B A 〇
5 礙 A B AB 〇
6 犛 A B AC 〇
7 玩 A B A 〇
8 綩綖 A B A 〇
9 褫 A B A 〇
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10 蛇 A B C 〇
11 咀 A B A 〇
12 摣 A B B ×
13 蓬勃 A B B 〇
14 梨 A B C 〇
15 馲 A B B 〇
16 矬 A B B ×
17 傴 A B A 〇
18 瘂 A B A 〇
19 伶俜 A B B ×
20 庵 A B B 〇
21 憺怕 A B B 〇
22 郭 A B A 〇
23 豆 A B C 〇
24 握 A B AC 〇
25 央 A B A 〇
26 往 A B A 〇
27 椎 A B BC 〇
28 膾 A B B ×
29 染 A B A ×
30 伐 A B A 〇
31 被 A B A 〇
32 渥 A B B 〇
33 謦 A B C ×





(1) 全 34 例の中、ABA 類は 14 例、全体の 41％。ABB 類は 10 例、全
体の 29％。ABC類は 4例、全体の 12％を占める。
(2) 全 34 例の中、○類は 28 例。×は全 6 例、×のうち、ABA 類が 1
例、ABB類が 4例、ABC類が 1例ある。
(3) 数値によって、玄応音義と宮廷写経の依拠本が異なるのは明らかで



































(6) ×は全 6 例、そのうち、ABA 類が 1 例、ABB 類が 4 例、ABC 類
が 1例ある。この中、注目すべきなのは宮廷写経の誤用の内容が 6例



























































藤枝晃（1972）「敦煌写本の編年研究」『学術月報』24 巻 12 号
藤枝晃（1977）『文字の文化史』岩波書店


































の為、「CHISE IDS 漢字検索」http://www.chise.org/ids-find の連携
検索を利用）
中國哲學書電子化計劃 https://ctext.org/




本稿は 2019 年 8 月 24 日に北海道大学にて開催された漢デジ研究講演会における
口頭発表を改稿したものである。当日は石塚晴通・池田証壽・永崎研宣教授よりご









A Fundamental Study of glyphs from the
Buddhist Scriptures Written at the Early Tang
Imperial Court and Xuanyingyinyi
LI Naiqi
The Xuanyingyinyi 玄応音義 is the oldest Buddhist dictionary that
exists in China. In the Tang Dynasty, Xuanzang 玄奘 brought many
Buddhist scriptures from India to China. In order to translate these
Buddhist texts, a “translation place 訳場 ” was set up in Chang’an 長安, and
intellectuals were selected from among the monks, including Xuan Ying.
Xuan Ying was conscious of the fact that there are many difficult words in
the Buddhist scriptures, and made the dictionary in parallel with the
translations. This dictionary was called Yiqiejingyinyi (Xuanyingyinyi 玄
応音義), which has approximately 400, 000 characters in a total of 25
volumes, taken from more than 400 Buddhist scriptures and more than 8,
000 entries. Through Xuanyingyinyi 玄応音義, study the situation of
transcript propagation of the Early Tang Imperial Court.
International Research Fellow,
Japan Society for the Promotion of Science
Commissioned Research Fellow of 2019,
International College
for Postgraduate Buddhist Studies
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